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俳 
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藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

牡
丹
散
る
十
二
単
を
解
く
や
う
に

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

夏
鴨
の
風
に
ま
ぎ
れ
る
羽
音
か
な

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

除
草
剤
い
ら
ぬ
と
今
日
も
鎌
を
研
ぐ

 

門
井
町 

塚
原　
武
夫

早
苗
田
の
風
を
招
き
て
夕
餉
か
な

 

長
野 

𠮷
田　
正
子

そ
れ
ぞ
れ
の
風
の
道
あ
り
大
植
田

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

初
生
り
の
茄
子
愛
お
し
く
捥
ぎ
難
し

 

忍 

伊
藤　
誠
一

し
か
ら
れ
て
爪
を
研
ぐ
猫
は
た
た
神

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

ま
ず
一
杯
ビ
ー
ル
片
手
に
へ
ぼ
将
棋

 

斎
条 

小
林　
英
与

就
活
の
実
り
一
息
青
田
風

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

佐
間 

西
岡　
良
男

朝
ぼ
ら
け
ポ
ン
と
開
く
や
古
代
蓮

 

藤
原
町 

上
原
ミ
サ
子

兄
の
蓮
今
年
も
凜
と
咲
き
ほ
こ
る

 

持
田 

園
部　
貞
雄

荒
梅
雨
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
合
わ
せ

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

卒
寿
越
え
い
ま
だ
手
作
り
夏
野
菜

 

須
加 

天
沼　
広
吉

梅
雨
寒
や
ホ
ー
ム
に
減
り
し
戦
中
派

 

持
田 

伊
藤　
洋
子

し
な
や
か
に
空
堀
の
た
る
青
大
将

 

持
田 

荻
原　
義
久

炎
天
や
牛
の
一
啼
き
力
な
く

 

荒
木 

手
島　
一
海

う
ぶ
す
な
の
家
は
朽
ち
は
て
草
い
き
れ

 

谷
郷 

江
利
川
栄
一

立
葵
一
列
に
咲
く
通
学
路

 

（
三
沢　
一
水　
選
）

私
の
作
品

▼
日
時
　
8
月
16
日
㈮
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
川
翔

栄
橋
付
近
（
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北

側
）　
▼
そ
の
他
　
希
望
さ
れ
る
方

に
小
型
灯
篭
を
1
基
８
０
０
円
で
販

売
し
ま
す
。
当
日
は
、
忍
城
お
も
て

な
し
甲
冑
隊
も
参
加
し
ま
す
。　
▼

問
　
行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光

課
内
・
内
線
３
７
５
）

▼
日
時
　
9
月
15
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
※
荒
天
の
場
合
は
9
月
22

日
㈰　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里
見
晴

ら
し
の
丘
付
近　
▼
内
容
　
水
鉄
砲

で
城
の
的
を
打
ち
落
と
す
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
水
掛
け
バ
ト

ル
。　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上　
▼

イ
ベ
ン
ト

と
う
ろ
う
流
し
納
涼
大
会

第
4
回
水
攻
め
祭

〜
れ
い
わ
の
乱
〜

定
員
　
20
チ
ー
ム
（
1
チ
ー
ム
5
〜

7
人
）（
先
着
順
）
※
個
人
で
の
参
加

も
可　
▼
参
加
費
　
一
人
５
０
０
円

（
保
険
料
お
よ
び
古
代
蓮
会
館
入

館
料
を
含
む
）　

▼
主
催
　
レ
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ンG

yoda　

▼
申
・

問
　
8
月
1
日
㈭
か
ら
電
話
ま
た
は

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
レ
・
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ンG

yoda 

☎
０
８
０
―

２
１
０
９
―
９
７
５
９
【
Ｅ
メ
ー

ル
】recgyoda@

gm
ail.com

▼
日
時
　
8
月
25
日
㈰
、
9
月
22
日

㈰
【
1
回
目
】
午
前
11
時
15
分
【
2

回
目
】
午
後
2
時
15
分　

▼
場
所
　

忍
城
址
※
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う

だ
」
内　

▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　
▼
観
覧
無

料
　
▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　
▼

問
　
同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
9
月
1
日
㈰
午
後
1
時

45
分
開
演
（
午
後
1
時
15
分
開
場
）　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
曲
目
　「
信
じ
る
」、「
ヨ
イ
ト
マ

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
99
、
100

第
8
回
邦
友
会
コ
ン
サ
ー
ト

〜
令
和
の
風
に
寄
せ
て
〜

ケ
の
唄
」、「
花
嫁
人
形
」
他　
▼
出

演
　
女
声
合
唱
団
き
ら
め
き
、
な
が

の
フ
ラ
ウ
ェ
ン
コ
ー
ル
、
コ
ー
ロ
・

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ　
▼
指
揮
　
浜
田
邦

夫　
▼
ピ
ア
ノ
　
大
澤
惠
子　
▼
入

場
料
　
５
０
０
円　
▼
後
援
　
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
合
唱
連
盟

他　
▼
問
　
邦
友
会
実
行
委
員
長
嶋

田
☎
５
５
６
―
３
２
１
２

▼
日
時
　
8
月
25
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）
▼
場

所
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い

と
太
陽
の
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
拾
六
間

１
１
１
―
１
）　
▼
内
容
　
デ
ュ
カ

ス
／
バ
レ
エ
「
ラ
・
ペ
リ
」
よ
り

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

／
献
堂
式
序
曲
Ｏ
ｐ
・
１
２
４
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
／
大
学
祝
典
序
曲
Ｏ
ｐ
・

80
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
／
交
響
曲
第

8
番
ト
長
調
Ｏ
ｐ
・
88　

▼
入
場

料
　【
前
売
り
】
1
千
円
【
当
日
】

1
千
３
０
０
円
（
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
当
日
券
の
み
・
７
０
０

円
）
※
4
歳
か
ら
入
場
可　

▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
八
木
橋
百
貨

店
、
同
館
さ
く
ら
め
い
と
チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
他　
▼
問
　
埼
玉
交
響
楽

団
事
務
局
☎
５
３
２
―
９
０
１
２

埼
玉
交
響
楽
団
「
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９
」

獅子舞を見に行こう

名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

下中条の獅子舞 8月17日㈯
午後1時20分

下中条の興
こう
徳
とく
寺
じ
・

治
はる
子
こ
神社

棒術・花・弓・
鐘巻など

興徳寺と治子神社を行き来して、断続的に夜まで
数回演舞します（最終演舞は午後6時30分ごろ）。

在家の獅子舞 8月17日㈯
午後7時 南河原の河原神社 道節・岡崎・

お暇乞いなど 演目を続けて一気に演舞します。

馬見塚の獅子舞 9月7日㈯
午後2時

馬見塚の神
しん
明
めい
社
しゃ
・

諏訪神社・西
さい
善
ぜん
院
いん

おかざき・稲
穂・鐘巻など

神明社、諏訪神社、西善院などを回って、夕方
まで数回演舞します。

長野の獅子舞

9月7日㈯
午後6時

桜町の一桜公園・
久伊豆神社

奉
ほう
幣
へい
使
し
の行

列・笹係り
一桜公園から久伊豆神社に向かい、休憩後、神
社で演舞します。

9月8日㈰
午後1時30分

長久寺・東行田駅
前・一桜公園 鐘巻など 時間を空けて、長久寺・東行田駅前・一桜公園

で各1回演舞します。

　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、県・市の無形民俗文化財に指定されています。
　今年も次の日程で演舞が行われます（若小玉の獅子舞、野の獅子舞については、「市報ぎょうだ」9月号でお
知らせします）。地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

※日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前ぐらいに登載予定）するか文化財保護課に問い合わせください。
▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

イベント
　
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ぜ
に
ち
ゃ

ん
」
と
行
田
在
来
青
大
豆
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
行
田
豆
吉
」
の
活
動
を
裏
方
と
し
て
支
え
て
い
る
の

が
、
今
月
紹
介
す
る
林
真
治
さ
ん
で
す
。

　
お
城
の
あ
る
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

林
さ
ん
は
、
忍
城
に
惹ひ

か
れ
て
平
成
20
年
に
本
市
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
本
市
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
歌
詞
と
彼
女
の
優
し
い
歌

声
に
感
銘
を
受
け
フ
ァ
ン
に
な
り
、
妻
・
早
苗
さ
ん

と
と
も
に
ラ
イ
ブ
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ

ブ
会
場
で
潮
崎
さ
ん
が
代
表
曲
「
も
ち
も
ち
ゼ
リ
ー
フ

ラ
イ
」
を
歌
っ
て
い
る
と
き
に
一
緒
に
出
演
し
て
い
た

こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
当
時
、
こ
ぜ
に

ち
ゃ
ん
に
注
目
す
る
人
が
少
な
く
、
出
演
回
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
す
ぐ
に
協
力
を
名
乗
り
出
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
以
降
、
月
に
３
、４
回
は
潮
崎
さ
ん

の
ス
テ
ー
ジ
や
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
び
、
こ
ぜ

に
ち
ゃ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
支
え
続
け
、
チ
ラ
シ

配
り
や
音
響
機
材
の
運
搬
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
の
み
な

ら
ず
、
行
田
豆
吉
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
林
さ
ん

は
、「
行
田
在
来
青
大
豆
商
品
開
発
・
販
売
促
進
協
議

会
」
に
加
入
し
て
お
り
、
自
身
も
好
き
で
あ
る
行
田
在

来
青
大
豆
の
宣
伝
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
支
え
て
い

る
林
さ
ん
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
か
け
る
や
い
な

や
、
子
供
た
ち
は
勢
い
よ
く
駆
け
寄
っ
て
く
れ
ま
す
。

時
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
会
う
た
め
に
市
外
か
ら
訪

れ
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
涙
を
流
す
人
な
ど
も
い
て
、

そ
の
光
景
を
見
る
と
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
普
段
で
は
想
像
で
き
な
い
世
界
を

体
験
で
き
る
こ
と
に
充
実
感
を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
行
田
に
は
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま
す
。
全

国
的
に
行
田
市
の
知
名
度
が
上
が
る
よ
う
、
そ
れ
ら
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
満
面
の
笑
み
で
抱
負

を
語
る
林
さ
ん
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
行
田
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
そ
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て

 

行
田
市
を
Ｐ
Ｒ

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

林
　
真
治 

さ
ん
（
門
井
町
・
50
歳
）


